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ま～ゆな日々

ま～ゆ 市町村合併連続講座 №7 のび太

総務省が旗振りをして、全国で市町村合併が推進されている中、上田市も近隣３町村との合併を

視野に任意協議会でいろいろな詰めの作業が行われている。

真田町の合併を考える会の集まりに昨年飛び入りで参加させていただいたが、合併に反対の為の

反対の会ではなく、正に住民自治を真剣に考えている人たちの集まりであると感じた。

比べて上田では市が主催する説明会でも参加は少なく、「大きい」ことの弊害が現れているのかな

あと思っていたところ、この分野でプロフェッショナルなアンジンさん(№100)から合併講座講師を

ま～ゆでお引き受けするという願ってもない申し出を頂いた。講座は水曜日の夜３週に

わたって

第１講「平成の大合併｣の特徴、法律と仕組み。

第２講「市町村合併｣をめぐる各地の動向。

第３講「市町村合併｣とこれからの自治。

と題して行われた。

ま～ゆ会員の地域に対する思い入れは深いせいか常に定員一杯

の参加のもと行われた。

アンジンさんの講義を拝聴して、また参加した皆さんそれぞれの意見を伺っての感想はやはり行

政からの情報は圧倒的に足りない、という事だ。加えて情報を受ける市民の側の意識も圧倒的に足

りないと言わざるをえないのだろう。

以下は地方交付税 35％削減でも自立できるとした村内に大企業も観光名所もない下伊那郡下条村

の伊藤喜平村長の言葉だ。

「住民と行政との分野の明確化を進め、要望の多い小規模土木工事などは建設材料のみ

を支給する､10年以上経った今では当然のように皆が自分のこととして額に汗を流して頑張

っている…着膨れ状態の合併であれば不平不満、被害者意識の充満、いつまでたっても

依存体質の抜けない集合体を築くに過ぎない」・・

この言葉の意味するところは重いと思う。

財政が立ちゆかなくなっての合併なら、上田市はどうしてそうなってしまったのか、の検証もこれ

からのことを考えると重要なポイントだと思うのだが、合併してもしなくても､｢これを機に地域を

考えるチャンスととらえたい｣と話すヒデさん(№130)の意見にも大賛成だ。

ところでアンジンさん、この講座で

マイナスのみの通帳が一変し、一躍

ま～ゆ持ちになったそうな。皆さん

の知識や知恵をこのような講座で生

かしてみてはいかがでしょうか。
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須 川 だ よ り

須川の谷に春がやって来ました。里ではもうとっくに終った桜も今日(4月29日)の時点

でピンクの濃い八重桜が満開です。中旬の染井吉野から始まっていろんな（名前を知らな

いので）山桜、八重桜と半月以上も楽しめるのです。

このプロジェクトも 3 年目を迎え耕作面積もさる事ながら、地元の人々との交流の輪

が広がり、課題もどんどん増えていきます。出来る範囲で地に足をつけた活動を楽しみな

がらやって行こうと考えています。

さて、春の大イベント“棚田の田植え„

を 5 月 30 日（日）に行います。

✲ 集合は 9 時現地

（須川湖の手前右手のま～ゆ田んぼ）。

✲ 持ち物は長靴、お弁当、その他必要と思

われる物、(天候によっては雨具）

子供達も含め大勢でにぎやかにやりまし

ょう。

平成 16年度 須川プロジェクト 作業計画

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 3月
春起し

(中旬)

畔草刈①

(中旬)

畔草刈②

(下旬)

畔草刈③

(下旬）

揚水

（5日）

田起し

(中､下旬）

収穫蔡

（10日）

荒れ田開墾

（中､下旬）

田植え準備

(20～22日）

田の草取り

（中旬）

田の草取り

（中旬）

田の草取り

（上旬）

畔草刈④

（上旬）

田
ん
ぼ

田植え

（30日）

中干し

(中旬）

稲刈り脱穀

(下旬）

畑作り

(上､中旬）

野菜作り

(上､中旬）

苺、玉ねぎ

収穫(中旬）

野菜作り 野菜作り 豆収穫

(下旬）

野沢菜収穫

(中旬）

春じゃが収穫

(２～３月）

じゃが芋植

(中旬）

豆蒔き付け

(下旬）

麦収穫

(下旬）

じゃが芋収穫

(上旬）

ねぎ植え 野沢菜蒔き

(中旬）

苺植え

麦蒔き

(上旬）
畑

春じゃが植付

筍掘り

(上旬）

ほたる

コンサ－ト

（下旬）

グランド草刈

(上旬）

炭焼き

（１～３月）
そ
の
他 竹林の手入れ

(上､中旬）

じゃが芋

パ-テｲ-

(10日）

味噌仕込み

(中旬）
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み
そ
仕

入

れ

山

本

孝

信

三
月
十
四
日
午
前
九
時
．
居
鶴
さ
ん
と
前
田
さ
ん
の

家
へ
行
っ
た
。
前
田
さ
ん
夫
婦
、
中
島
さ
ん
な
ど
十
人

く
ら
い
の
方
が
集
ま
っ
て
い
た
。

大
き
な
釜
が
二
つ
用
意
さ
れ
、
大
豆
が
水
に
浸
さ
れ

て
い
た
。
た
き
物
の
ま
き
は
、
ま
き
割
り
で
割
ら
れ
て

用
意
し
て
い
た
。

わ
た
し
は
大
釜
の
下
で
ま
き
を
燃
や
す
仕
事
を
午

前
中
し
た
。
大
豆
は
や
わ
ら
か
く
な
り
、
あ
め
色
に
変

わ
っ
た
。
後
は
お
き
で
む
し
て
お
い
た
。

昼
食
は
お
や
き
と
お
む
す
び
。
豚
汁
を
ご
ち
そ
う
に

な
り
、
お
い
し
く
い
た
だ
い
た
。

い
ろ
い
ろ
な
事
が
話
さ
れ
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
と
の

交
流
が
で
き
た
。

午
後
は
煮
て
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
大
豆
を
、
機
械
で

つ
ぶ
し
て
柔
ら
か
い

粉
に
し
た
。
私
は
大
豆

を
大
釜
か
ら
機
械
の

と
こ
ろ
へ
運
ぶ
仕
事

を
し
た
。
大
豆
を
全
部

つ
ぶ
し
お
え
る
と
、
こ

う
じ
と
、
塩
を
つ
ぶ
し

た
大
豆
に
交
ぜ
た
。
更

に
よ
く
交
ざ
る
よ
う

に
み
そ
玉
を
作
っ
た
。

全
部
み
そ
玉
に
な
る

と
、
ま
ん
な
か
へ
積
み

上
げ
て
、
み
そ
玉
を
こ

わ
し
、
ま
た
み
そ
玉
を

作
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
三
回
く
ら
い
く
り
か
え

し
た
で
あ
ろ
う
か
。

最
後
に
は
か
り
で

十
キ
ロ
ず
つ
の
山
に

し
た
。
わ
た
し
は
十
キ

ロ
な
の
で
一
山
を
も

ら
え
ば
よ
か
っ
た
。
み

そ
は
ビ
ニ
ー
ル
の
袋

へ
入
れ
て
か
ら
、
ポ
リ

容
器
へ
入
れ
る
の
だ

と
い
う
。
わ
た
し
は
ビ

ニ
ー
ル
の
袋
は
い
ら

な
い
と
聞
き
持
つ
て

こ
な
か
っ
た
。
親
切
な

婦
人
が
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
く
だ
さ
り
、
み
そ
を

ビ
ニ
ー
ル
袋
へ
い
れ

た
後
、
塩
を
ふ
り
か
け
る
こ
と
も
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

半
年
寝
か
せ
て
お
い
て
、
九
月
か
ら
は
た
べ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
。
材
料
費
を
払
い
、
お
茶
を
ご
ち
そ

う
に
な
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
話
さ
れ
、
交
流
が

ふ
か
ま
っ
た
。

会
場
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
前
田
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
材
料
を
心
配
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
い
ろ
い
ろ
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
中
島
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

さ
て
、
な
ぜ
み
そ
仕
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

合
成
保
存
料
な
ど
の
は
い
っ
て
い
な
い
安
全
な
み

そ
を
食
べ
た
い
か
ら
、
安
く
て
お
い
し
い
み
そ
を
食
べ

た
い
か
ら
。
十
キ
ロ
で
二
千
五
百
円
の
み
そ
で
あ
る
。

こ
れ
は
ス
ー
パ
ー
で
買
う
み
そ
よ
り
、
安
く
て
お
い
し

い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

み
そ
仕
入
れ
を
通
し
て
、
知
ら
な
い
人
た
ち
と
の
人

間
的
な
交
流
を
深
め
共
同
体
意
識
を
育
て
た
い
か
ら
。

こ
れ
が1

番
大
き
な
理
由
だ
と
思
う
。

物
が
豊
か
な
の
に
、
幸
福
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
あ
ま

り
な
い
。
一
人
一
人
が
孤
立
し
て
お
り
、
共
同
体
に
属

し
て
い
る
と
い
う
意
識
に
乏
し
い
。
今
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
御
柱
祭
り
は
、
こ
う
い
っ
た
共
同
体
意
識
を
育

て
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
み
そ
仕
入
れ
は
こ

う
い
っ
た
共
同
体
意
識
を
そ
だ
て
て
く
れ
る
も
の
で

あ
り
、
心
の
安
定
を
も
た
ら
す
も
の
だ
と
思
う
。
共
同

体
意
識
を
育
て
、
食

料
が
生
産
で
き
た

り
、
講
演
会
が
で
き

た
り
、
座
禅
の
会
が

で
き
た
り
、
バ
ス
旅

行
が
で
き
た
り
、
宴

会
が
で
き
た
り
し

て
、
お
互
い
の
人
間

関
係
を
深
め
、
共
に

成
長
し
、
心
が
充
実

す
る
会
を
作
っ
て

行
き
た
い
も
の
で

あ
る
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ミステリーバスツアーに参加して
参加者のおこないが良かったのか､とても良いお天気に恵まれ､７時過ぎ

ミステリーバスは孫の手さんに運転をゆだねて､出発しました。

どこへ行くのか､桜を求めて､車中はにぎやかに進んでいきました。

都々平さんがテスト用紙を作成してきてくれて､クイズ形式で､勉強をしながら､ミステリーが

解けていきました。

ミステリー①は差切峡でした。私は木曾の寝覚ノ床かと思っていました。

ミステリー②はメインの桜大町公園でした。満開で桜の木の多いこと。アルプスの山々がくっ

きりと見え､桜と雄大な雪山にみせられ､ゆったりとした気分を味わさせていた

だきました

ミステリー③は仁科神明宮です。長野県にある国宝建造物の1つだと初めて知りました。

ミステリー④は仁科３湖｡湖に沿って運転して頂き､心もすっきり。

昼食は孫の手さんがとてもすてきな場所を見つけてくれました。こぶしの花が咲く大きな木の

下でのおいしい手作りのご馳走をにぎやかに､いただきました。

ミステリー⑤は最終目的地の小谷温泉露天風呂｡雨飾山を見ながら､もちろん雪に囲まれての

露天風呂でした。とても良いお湯で､お肌すべすべになりました。

私は全部が始めてのところでとても感激した１日でした。

ミステリーは終わりのはずでしたが､都々平さんも孫の手さんも知らない､ミステリーが最後に

待っていました。道を間違えってしまい､ゴルフ場への取り付け道路を走り､行き止まりになり､

ゴルフ場の駐車場を１周して稲荷山経由で帰路に着きました。

テストの結

果は残念なが

ら孫の手さん

の娘さんにト

ップ賞をさら

われてしまい

ましたが､桜･

こぶし･ザゼン

ソウ・ショウジ

ョウバカマな

ど花いっぱい

に満喫し､景色

に満悦､ご馳走

に満腹のミス

テリーバスツ

アーでした｡

№141丸山久美子 記
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桜ツアー参加者 自己紹介

名前 №58 ちーかまこと宮島智津子 №45 永井克己

出身地 塩田 生まれも育ちも現在も上田

血液型 ＡＢ Ａ

私ってこんな人 のんびり屋のわりにあわてんぼう♡

世間知らず･世事にうとい。そのくせ何にでも

興味を示すので、トンチンカンにウロウロする

ことになる。

好きなもの

●甘いもの（チョコレートetc）

●ジャズ

●原田しんじ

●食べ物→ほとんど食べます。特に,作っていた

だければ。

●趣 味 → 下手な中国語で何とかしゃべろう

とする事。

手づくな（陶芸･編み物･木彫り･

油絵）

苦手なもの 細かい仕事

●香草

●仕 事→最近、腰が痛い。ひざが痛い。

● 人 →なし。すべて好き。！

欲しいもの
●お金

●若さ

●時間 ●健康

●金（活動の軍資金程度）

捨てたいもの 倉庫の中の物 年

もしも生まれ

変われたら
やさしーいおかあさん に… 又、同じが良いな～！

私の夢 ステキな庭を造ること
ドラえもんと友達になりたい！

どこでもドアとタケコプタ-と貸してください

名前 №２ ごんべえこと中島邦夫 №80 山岸きよ子

出身地 上田 旧東部町

血液型 Ａ Ａ

私ってこんな人
“変わっている人„と言われるとほめ言葉と思い、に

っこりする。
人の話に割り込んでわらう人

好きなもの

●納豆･和食･中華

●大勢でわいわいがやがや

 一方、一人静かに思索にふける。

くだもの

苦手なもの
●甘いもの

●ナイフとフォーク食

辛いもの この頃、吐き出し笑いごと

になった。

欲しいもの 健康と平和 今風の家

捨てたいもの
●年齢

●見栄
作っていない畑 売りたい

もしも生まれ

変われたら
おすもうさんか 哲学者 歌の上手な人

私の夢 物やお金がなくても心豊かに暮らせる世の中 絵の描ける人
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名前 №117 輿水俊子 №114 宮崎省吾

出身地 地球 東京

血液型 ガタガタ B

私ってこんな人
●へんな人

●わがままでーす

●無口

●つまらない人

好きなもの

●おいしいもの

そして●体にいいもの

そして●美しくなるもの

●酒

●海で泳ぐこと

苦手なもの

●食べ物→なし

● 人 →こわい人・いじわるな人

●仕 事→頭を使うこと

●カラオケ

●マージャン

●ゴルフ

欲しいもの 体力＆気力＆？力 金

捨てたいもの 山のようにあります 教養

もしも生まれ

変われたら
？ 女になりたい

私の夢 いろんな所へ行き､遊びまくる 美女をひざまくらに天下国家を論じること

名前 №53 疲労坊こと柴田博 №50 都々平こと前田光俊

出身地 長野育ち 生まれたところは品川区 上田市の裏通り

血液型 A A

私ってこんな人 飾らない
●八方美男子

●忘れっぽい

好きなもの

●魚

●スポーツ

●農業

●めん類

●パソコンいじり

●小沢昭一・二葉あき子

苦手なもの ハンバーグ

●小沢一郎・二葉百合子

●メロン

●人の顔と名前を覚えること

欲しいもの 体力 疲れない体と くじけない心

捨てたいもの 過去 ごったくを｢捨てられない｣と思う気持ち

もしも生まれ

変われたら
やっぱり自分

●総理大臣になって本物の改革をしたい

●つれあいは同じでもいい

私の夢 米が多くとれること 孫の代まで安心して暮らせる世の中になること
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名前 №81 ハコこと木下ハル子 №119たまちゃんこと田玉胡江

出身地 上田 塩田平

血液型 A A

私ってこんな人 楽しいことがあると眠れなくなる にぎやかな人

好きなもの

●水遊び

●おしゃべり

●飲んで食べること

●山

●花

苦手なもの
●処世術のうまい人

●ウナギ・ウニ
気どりやさん

欲しいもの ①にお金 ②に健康
●お金

●平和

捨てたいもの ダブついている脂肪
●見栄

●ゴミ

もしも生まれ

変われたら
もう、少しだけ美人に 鳥

私の夢 買わない宝くじに当たること 空を自由にとびたい

名前 №127 コボルこと中村良子 №1安井啓子

出身地 丸子町

血液型 B A

私ってこんな人
●表面と違ってやさしい

●人がよい
気は優しくて力持ち？

好きなもの

● 花 →ポピー

●人 物→星野仙一

●趣 味→ウォーキング・スイミング

気のあった仲間とおいしいものを食べなが

らワイワイさわぐこと

苦手なもの 方向音痴 押しつけられた仕事

欲しいもの 懸賞金 愛

捨てたいもの
●何年も使ってこないもの

●グチばっかり言っている友達
しわ

もしも生まれ

変われたら
ボインボインの美女 頭も体も丈夫でやわらかい人

私の夢 暖かい地域に別荘を持つ(海外も含む)
自由気ままでゆうがな暮らし。

世俗にまみれない仙人
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名前 №142神尾みち子 №55 ミーすけこと前田美枝子

出身地
現在の所(上田)

以前はいろいろのところに住んでいた
長野県 冬期は3時に日が入ってしまう所

血液型 変A型 B

私ってこんな人 フツーの女 せっかちで、いつも体を動かしている

好きなもの

●ぐうたら、だらだらの午前に

目いっぱい動く午後と夜がすき

●青い臭いものが好き

(パセリ・セロリ・クレソン山盛りもOK)

(豆・いも)類

苦手なもの

●私を大切にしてくれない人

●ラーメン・カレー・スパゲッティ

人が好むものがダメ

●カラオケ

●きれいな字を書くこと

欲しいもの 年齢・とし・若さ 今も元気､これからも元気

捨てたいもの
●昔の写真

●家(築30年)
捨てないけど山のようにある着古した衣類

もしも生まれ

変われたら
ガラパゴス島のカメ のらねこ みんな集めて世話したい

私の夢
人生 60＋○歳の私に夢と言えば

穏やかな老後(外国で本当は住みたい)
のんびり、ゆっくり気の向くままに

名前 №54 照る坊こと柴田照子 №139 木下剛志

出身地 塩田 上田

血液型 B A

私ってこんな人
●せっかち

●おせっかい
静かなる男

好きなもの 粗食 キレイな人

苦手なもの 油こいもの うるさい人

欲しいもの 友達100人(今99人) 金

捨てたいもの 過去

もしも生まれ

変われたら
もうちょっとおしとやかな女性 もう一度人間

私の夢 マレット シングル 多すぎて書けない

※今号の自己紹介はミステリーバスツアーの車中で行ったアトラクション“他己紹介„で記入して

いただいたものをそのまま載せました。“ま～ゆな人„だけでは紹介しきれない多くの会員の人と

なりを知っていただこうと思いましたがいかがでしょうか。

これからもま～ゆ市等で記載の用紙をお渡ししますから、記入に協力してください。また､メール

やFAX でも都々平宛に送ってくださるようよろしくお願いします。
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まーゆな人

たまちゃんこと田玉胡江さん

たまちゃんはほとんど、毎日太郎山に登ってい

ます。季節が良くなると朝 6時には登り始めます。

山で行き会う人たちとはすぐ打ち解けて友達に

なる、そんなおばさんです。若かった頃は、アル

プスの山々をほとんど踏破したそうで、今でも足

には自信があります。

そんなたまちゃんも小学校

低学年の頃は、いじめっこに土

手から突き落とされてもめそ

めそ泣いているだけでした。7

人兄弟の下から2番目で、末の

妹とは 7 つも離れていたので、

末っ子のように大事に育てら

れたせいでした。はっきり｢い

や｣と言えない自分を何とか変

えようと思っていました。中学生になって、学芸

会で白鳥の湖の主役をやって受けて自信が付い

てきました。青年団時代は｢青い山脈｣や｢湯島の

白梅｣など、仲間と演じて娯楽の少なかったかっ

た時代､村の人々を楽しませました。演劇好きが

そのまま続いて、今市民劇場に入ってお芝居に親

しんでいます。

そして結婚。お姑さんはたまちゃんのことを、

何でもできるとほめてくれるので、｢自然といろ

いろなことができるようになってしまったよ｣と

笑っていました。子育ての間はパートに出ました

が、時間がたっぷりあったので、保護者会長、支

部会長などいろいろな役が回ってきました。そん

な経験で、今では誰と話してもびくともしないた

まちゃんになりました。

ところで、たまちゃんの名前は“胡

江„と書きますが読めますか？ひさ

えと読みます。学校でどの先生にも

正しく呼んでもらえなくて悲しかっ

た経験から、娘の名前はひらがなで

みさきとつけたそうです。

7 年前 家を新築した時、環境にも

関心があって｢太陽光発電をやりた

かったんだけど、大工さんに興味が

無くて付けられなかったんだよ｣。｢お日様いっぱ

い出ているのに、使わなければもったいない｣と

思い続け、ついに今年4月に太陽光発電を設置し

ました。｢こちらから電話して注文取れたのだか

ら、安くしてね｣としっかり値引きをさせた たま

ちゃんでした。

いつでも元気はつらつのたまちゃん、ま～ゆの

人たちと触れ合って、これからもいっぱい皆を楽

しませてくれることでしょう。

お話をお聞きしている中で、子どもの頃友達が、川に落ちて流された時、「先生があわてて拾い

に行ったんだよ」と言うので、「そういう時は、助けに行ったて言うんじゃないの」と孫の手さん

に、おおいに冷やかされました。なにかとってもユニークな話し方をされる、たまちゃんでした。

ミーすけ記
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***** 私から貴方へ******

私で良いのでしょうか！？

木下さんから.バトンを受け取りました柴田照る坊です。 (*^_^*)
気がつけば、騎手の女房という、吉永さんの.有名な言葉がある。

この私がと言えば、気がつけば「ま－ゆ料理隊長」と一部の人たちから呼ばれるようになっていた。

はじめは、そんなに威張って無いのに !、などと.抵抗していたけれど何時しかこの名前が気に入るようになり(^。^)

まあ！良いかと受け止めることにしている。

(^_^.)(^^♪(*^。^*)

じゃがいもパ-テイ、鍋祭り、会創立記念、新年会、繭玉作り、お茶会等全てのイベントが開催されるなかで

その日に人が足りないという事は先ず無い。(̂ _̂ .).ニコニコ顔の参加者でいっぱいになる。

ま-ゆの皆さんは、いつも山の様に材料を持ち寄る。大根人参．ねぎ．白菜.漬物等

しかもその日のためにわざわざ山に登り、茸、せり、蕗までも持参してくれる。

(^_^)(^_^)(^^♪
時間に成るとエプロンと包丁片手に３０人ほどはきっと集まる。

手順だけ伝えれば．さあ始まる.大きな声．笑い声 そして．歌声までも聞こえる、この「時間が私が一番好きなとき」。

出来上がった料理を並べ、皆でちょっとだけ味見する．作った人だけの特権だ。これも又「二番目に好きなとき」。

その時の皆の顔は勿論満足気にほてっている。(~_~)
会が終わり片付け、これが又早い。調理台の上はピカピカに輝いている（ただただ敬服する）。

今度は都合悪いかも などと言いながら．私は又出かけていく。

迷惑している人もいると思うけど、もう少しお付き合い下さい。(^。^)

次回号は 会員番号144 大野さんに御願いします

信濃毎日新聞 3月29日掲載



○ 無農薬で作った大根をいただきました

安井さんが 柳澤さんから100ま～ゆで

甘くてジューシーですごくおいしかったです。

○ロールのFAX 用紙をいただきました

さんが コボルさんから200ま～ゆで

（前のが余っているので、まだ使っていませんが

助かります）

○古くて懐かしいちゃぶ台を

借用しました。

ホーおじさんが 孫の手さんから500ま～ゆで

(撮影の小道具用のちゃぶ台を探していました。一

昔前の丸くて折りたたみのできる小さな木のちゃ

ぶ台です。あちこち探しましたがなかなか思い通

りのものが見あたりませんでした。思いあまって

都々平さんに相談してみたら都々平さんが孫の手

さんに連絡してくて、孫の手さん愛蔵のすばらし

いちゃぶ台が見つかりました。もちろん、撮影は

無事に OK。助かりました。まるで、ま～ゆ版フ

ィルムコミッションです。

古道具大好きの孫の手さん、これからも宜しくお

願いします)

○布絵展覧会で受付案内を

していただきました

宮原さんが 安井さんから1000ま～ゆで

（素敵な布絵も見ることができ楽しい一日で

した=安井）

○肩と腰をマッサージしていただきました

都々平さんが ごんべえさんから 2000 ま～ゆで

(コリコリになっていたのを揉みほぐしてもらって

ああ､気持ちいい！)

○パンジーを鉢付きでいただきました

ミーすけさんが 西沢さんから300ま～ゆで

(玄関先でとてもきれいに咲いています)

○クォーツの掛時計をいただきました

都々平さんが コボルさんから１000ま～ゆで

(アンティークの振り子時計です ML で発信した

らすぐに届けていただきました)

元気が出る地域通貨の講演を

していただきました

ヒデさんが Keiさんから2000ま～ゆで

（ま～ゆ会員の結束力って、本当にすごい！）

虹の会で落語を演じていただきました

よっちゃんが 都々平さんから３000ま～ゆで

（下手な落語をお義理で笑ってもらって､その上

ご馳走をいただいて申し訳ない=都々平）

“お助け一覧表„が別冊になりましたが、地域通貨はその名のとおり、流通してこそ意義

があるので、一覧表をにらんでばかりいても仕方ありません。

頼みたいこと、してほしいこと、もらいたいもの等々を「円に換わる通貨で買う」と考

えて、あつかましいぐらいに積極的に使いましょう。

この“お助けあぶりだし„は会員が交換してきた実例のほんのサワリを載せたもので

す。実際はもっともっと多彩に行われているはずですから、ま～ゆ手帳を開いてそこから

ピックアップしたものを編集担当者に送ってください。毎号これを掲載していきます。

都々平

○屋根用塗料についてアドバイスを

いただきました

ひろ坊さんが ヒデさんから500ま～ゆで

－12－
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ビバ！酵素玄米 №106 柳 澤 早 苗

わくわく“健康も～ど„ の出会いにびっくり！

はじめまして～

昨年の２月ごろま～ゆ会員になったさなえ

さんです＠^－^！！地域通貨を知ったのは､それよ

り１年ちょっと前ぐらいに友人との会話の中

からでしたが､その時は｢へぇ～｣１回で次の会

話に。

それから半年後出会いが出会いを呼んでつ

いに我が家の家族の危機をも救ってくれるよ

うなすごい出会いまでに到達してしまったの

でした。それはこんな物語のようなお話だった

のです。

2002 年のお正月まで､我が家は友人の自家

製のそば粉で打ったという蕎麦をいただきな

がら､お節料理を囲む平凡な家庭でした。いつ

もの年のように父は正月にかこつけてお酒の

量が進み､いつものように毎日｢試飲だ！｣｢お

屠蘇だ！｣とか言いながら､楽しくのんべえ人

生まっしぐらに生活を送っておりました。そん

な彼のかかえる身体の中の問題はとにかく薬

に頼って､なんとか大好きな物と折り合いをつ

ける人生を何十年も続けている父なのでした。

それに対し､｢仕方がないなあ｣と半ばあきらめ

に近い感情で共に暮らしてきた私達家族だっ

たんです。

もともと父は少年時代結核を患い､医療に命

を救ってもらっていることや､その体質からい

ろいろな薬を処方してもらいながら､病気とう

まく付き合っている風もありましたが､一方で

彼自身の生命力も相当なものでもあったと思

います。そんな彼の生命力が一気にダウンする

出来事がこの年の春ごろから如実になってき

てしまいました。あれほど大好きだったお酒を

ピタリと断ってしまったのでした。どうにもこ

うにも身体がもう受け付けないというのです。

そして外見も顔がまるで生気がなくたるみ､目

だけがぎょろりとしてやせて青ざめている様

な状態でした。平成７年３月のＨ医院の血液検

査でも示されているようにＴＧ(中性脂肪）が､

874 と正常値の約 10 倍の血液異常をクリア

するために薬を飲みつづけ約７､８年､徐々に

この薬の副作用があらわれ､薬をやめざるをえ

なくなっていたのでした。そうしたことから､

あれほど大好きだったお酒をやめ､気力を失い､

もう生きているのがやっとのような寝たり起

きたりの生活になってしまい､情緒は定まらず､

気弱になっていく父を家族も地域の人達も励

ましながらの毎日を送っていました。

そんな年の盛夏､ま～ゆ会員でもある古田睦

美さんからのお誘いで トーキングプラザ21の企

画“本物の野菜を食べよう”に惹かれるように

父と参加させてもらう機会を得たのでした。舞

田の宮澤正和さん宅で行われたこの日､庭の木

陰の食卓を彩っていたものは､新鮮な有機生野

菜やメンバーの真心こもるお料理､そして宮澤

さん手作りの酵素玄米のおにぎりやお惣菜な

どでした。この時のことは私達親子にとって一

生涯忘れ得ない食との出会いとなりました。な

んともいえない今までずっと求めていた美味

しさがここにあった気がしました。そしてこの

体験から我が家の主食は酵素玄米中心となり､

手作り料理に一層気合いが入り､田畑は有機を

めざすといった食の大革命が肩に力を入れず

とも､家族が一つになって楽しく展開している

現在です。

それというのも主食を変えてから､父の体調

がぐんぐんよくなっていったからです。それも

たった１ヶ月経過する頃からもう血液が正常

値を取り戻し､体力や気力も上を向いてきまし

た。Ｈ医院の担当の医師も目を見張り､最も難

しい患者だった彼は模範患者となり､医師は彼

の変化を細かく記録し､自分の処方より効き目

のある食事療法として認め､他の患者さんにも
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それとなく薦めていくようになったのです。そ

して今では父の元気を繋ぐ酵素玄米を､父自ら圧

力釜で炊くようになり２年目になろうとしてい

ます。血色がよく､体力があり､以前のようにお酒

も飲みカラオケを孫と楽しんでいます。(ついつい

飲みすぎる日もあるようです。) 若い頃から大好

きなギターもまたはじめ､縁舎での昨年の忘年会

で夢だった弾き語りもやってしまいました。そし

て家族のために畑作りにも力を入れてくれてい

ます。昨年は､ジャガイモ・ねぎ・白菜・大根・

トマト・きゅうり・ナス・モロヘイヤ等作りまし

た。宮澤さんから教わった生ゴミ堆肥など有機肥

料を混ぜ込んで､土地を変えようと２年目もがん

ばっています。そうした動きに家族全員で田畑の

草取りや田んぼのあぜシート張り(今年は田んぼ

もやります！)など協力しながら生活を送らせて

もらっています。

父にはお酒はほどほどにしながら楽しんで長

生きをしてもらいたいと思います。ねっ。

それから食の大切さを実感して､味噌も手作り

でやってみたいなぁと思っている時､以前からま

～ゆの味噌づくりプロジェクトのことを古田さ

んから聞いて､楽しみに参加させていただきまし

た。昨年のお味噌づくりからま～ゆの世話人の

方々に大変良くしていただき今年も仕込むこと

ができました。感謝の気持ちで一杯です。ありが

とうございます。

今年会場をお借りした都々平さんの再三の要

請で､苦手な原稿書きをやっとしましたが､もう

今回でご勘弁をおねげえしますだ。

そして拙い文を最後までお読みいただきあり

がとうございました。

みなさ～ん､またま～ゆ市でお会いしましょ

うね！

会員の平均年齢がぐーんと若返りました
4月から宮島幸太郎君(小学2年生)が正式に入会しました。とうちゃん(孫の手さん)と

ま～ゆのイベントにはよく一緒に顔を見せている元気な男の子です。

☆お助けで出来ること＝とうちゃんの作業のお手伝いです。非会員のときにもあちこちで活

躍している姿は一時代前の親子関係はを思い起こすようでした。大きくなって､力が付い

て､さらに頑張ってくれるでしょう。

☆幸太郎君の得意なことはいっぱいありますが､中でも全国の都道府県庁所在地を全部答え

られることです。いつも熱心に地図帳を開いてみている､地理に関心の深い少年です。

会員番号は彼の希望で88番になりました。よろしくお願いします。

編集後記

いつもの年よりずいぶん早く春が訪れました。幸い4月のま～ゆ市も､ミステリーツアーもタイ

ミングよく満開の桜を満喫できました。そしてここ2ヶ月はま～ゆデーの連続で､関係された方は

お疲れになったのではないでしょうか。

3年目の味噌作り､初のま～ゆ学習講座とつづき、そしてま～ゆ田んぼの田植えももうすぐです。

“元気なま～ゆ„はそこここに伝わって､上田市勢要覧2004では“学生地域くらし創り考房こみ

っと„と共に紹介されました。“また街づくりワークショップ„では商店主たちにその元気さをアピ

ールし､驚きの目で見られました。このような動きが会報から読み取っていただけたでしょうか。

これからもま～ゆプロジェクトやお楽しみ企画に積極的に参加して交流を深め､ま～ゆから元

気をもらいましょう。

なお、更新が遅れていた会員名簿を4ヶ月ぶりに作成しました。また､お助け一覧表も久しぶり

に改訂しました。まずご自身の項目に目を通してみてください。そして誤りや変更の希望があり

ましたら編集者にご連絡をお願いします。



６月のま～ゆ市
会場はいつものように中央公民館に戻って

午後７時から開きます。

７月１０日のま～ゆ市は

生ビール大会会場を吉崎酒店(裏庭) 移して

午後６時から開きます。
会員になったばかりの吉崎さんが会場を提供してくださいます｡

会費など詳しいことは後日お知らせします｡

８月は８日(日)に須川で

新じゃがパーティ

予 告

ほたるコンサート
6 月の最適な日に

ま～ゆ田んぼで

ＮＰＯ現代座｢虹の立つ海～未来からのうたごえ｣上田公演 を成功させよう

現在私たちを取り巻く地球環境は大変厳しいものがあります。ごみの減量化や地球温暖化防止対策は､今で

きることをしていかなければ取り返しのつかない状態まできています。市民の皆さんにこの問題に関心を持っ

ていただくきっかけとして表記の公演を行うことにしました。

｢虹の立つ海～未来からのうたごえ｣は1998年諫早湾の締め切りを機に取材をし､これから生きていく上で

避けて通れない地球環境の問題を身近に感じてもらいたいと願い制作された作品です。

日時と会場 7月15日(木) 上田市文化会館

 入場料 一般 ２５００円 小中高生１０００円

実行委員およびチケットを売りさばく人を募っています。ご協力お願いします。 詳しくは安井(27-3186)まで

棚田の田植えは5 月30 日(日)

● 集合は9時現地
（須川湖の手前右手のま～ゆ田んぼ）。

● 持ち物は長靴、お弁当、

その他必要と 思われる物
(天候によっては雨具）

子供達も含め大勢でにぎやかにやりましょう。


